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連結範囲の変更

当連結会計年度において、「Penguin Engineering & Construction Pte. Ltd.」及び「株式会社代和産業」は

全株式取得により、新たに連結子会社として連結範囲に含めております。

Penguin Engineering & Construction Pte. Ltd.

事業内容 │ ビケ足場を利用した足場施工サービス事業

取得日 │ 2026年6月

議決権比率 │ 100％（株式取得）

成長効果 │ 新たな商圏の確保とさらなる施工力の増強

株式会社代和産業

連結対象会社

直近年度売上高 のれん 直近年度売上高 のれん

493百万円 260百万円 383百万円 257百万円

事業内容 │ エンジニアリング事業
（配管・溶接・メカニカル等のプロジェクト工事）

取得日 │ 2026年4月

議決権比率 │ 100％（株式取得）

成長効果 │ 当社海外子会社で強化を進める
エンジニアリング領域との親和性

※取得原価の配分が未完了であるため、のれんの金額は概算値として算出

※取得事業の売上高（連結対象）

※2026年3月期ベース

※取得原価の配分が未完了であるため、のれんの金額は概算値として算出

※2025年12月期（未監査）ベース



連結範囲の変更

施工サービス事業

ビケ足場、レボルト等を使用した

設計、施工サービス

製商品販売事業

ビケ足場、レボルト等足場用仮設機材の

開発・製造・販売および一般仮設材の製造販売

海外事業

シンガポールにて主にプラントのメンテナンス向けに、

足場工事を中心とした熱絶縁工事や電気工事などの

付帯工事も受注する事業を展開

事業内容

エンジニアリング事業
(配管・溶接・メカニカル等の
プロジェクト工事)

株式会社代和産業

事業内容

ビケ足場を利用した
足場施工サービス事業

Penguin Engineering & 

Construction Pte. Ltd.

Golden Light House 

Engineering Pte. Ltd.

Mirador Building 

Contractor Pte. Ltd. 

株式会社ダイサン

NEW

NEW
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社名 │ 株式会社ダイサン

設立 │ 1975年4月

本社所在地 │ 大阪市中央区南本町2丁目6番12号
サンマリオンタワー3階

資本金 │ １億円

取引市場 │ 東京証券取引所スタンダード市場
証券コード 4750

企業概要

パーパス

これまでも我々は品質の高い足場提供により、現場で働く人の心身を守ってきた。

人手不足を始めとした環境変化により、

建設業界以外でも“働く現場”の課題は変化し続けている。

ダイサンはイノベーターとして技術・技能を駆使し、現場の課題解決を続ける。

社会での安全なくらしと関わる全ての人々の幸せを守り抜くために。



業績ハイライト



営業利益率

△3.3％

売上高

2,754百万円

前年同期比 105.8%

営業利益

△90百万円

売上高は連結決算開始以降で最も高い水準となりました

業績ハイライト

国内外で営業利益が減少し、海外における中東情勢の影響等から営業損失90百万円を計上
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2027年4月期 1Q実績



（参考）

2026年4月期
1Q累計

2027年4月期
1Q累計

増減

（単位：百万円） 増減額 増減比

売上高 2,603 2,754 +150 105.8%

売上原価 1,842 2,110 +268 114.6%

売上総利益 761 643 △117 84.6%

販管費 718 733 +15 102.1%

営業利益
又は営業損失

42 △90 △132 -

経常利益
又は経常損失

69 △94 △164 -

親会社株主に帰属する

四半期純利益又は

四半期純損失
104 △94 △199 -

新規連結子会社の売上寄与に加え、施工サービス事業が堅調に推移し、売上高は前年同期比150百万円の増収

連結業績概要

国内における人件費の増加や、海外事業の中東情勢の影響による工事案件の延期等に加え、

外国人雇用税の増加をはじめとする現地政府の政策変更により利益が減少

子会社株式取得に伴うアドバイザリー報酬・手数料等34百万円を販管費に計上



売上高

1,905百万円

前年同期比 106.4%

売上高

223百万円

前年同期比 78.8%

売上高

609百万円

前年同期比 118.7%

その他 業務受託及び保険代理店ほか

8.1％69.2％ 22.1％

製商品販売事業施工サービス事業 海外事業

売上構成比 売上構成比 売上構成比

ビケ足場、レボルト、
枠組み足場等足場用仮設機材の
開発・製造・販売および一般仮設材の製造販売

シンガポールにて
主にプラントのメンテナンス向けに、
足場工事を中心とした熱絶縁工事や
電気工事などの付帯工事も受注する事業を展開

ビケ足場、レボルト等を使用した
設計、施工サービス

セグメント業績概要



（参考）

2026年4月期
1Q累計

2027年4月期
1Q累計

増減

（単位：百万円） 増減額 増減比

売上高 1,790 1,905 +114 106.4%

売上総利益 500 478 △22 95.5%

施工サービス事業業績概要

売上高 売上総利益

（単位：百万円） （単位：百万円）
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（百万円）

分譲住宅
（百万円）

リフォーム
（百万円） （百万円）

注文住宅 大型建築物

16.5％大型建築物

マンション、工場、店舗などの

大型建築物向け足場

30.1％リフォーム

増改築工事、外装工事などの

リフォーム現場向け足場

45.4％注文住宅

主に施主様が土地を購入し、

建物を建築する際の足場

※1棟の受注が多い

8.0％分譲住宅

主に不動産会社が土地を購入し、

建物を建築する際の足場
※複数棟の受注が多い

2027年4月期

1Q売上高

施工サービス事業商品別売上高
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前年同期比
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101.9％
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113.9％

※足場施工及び現場賃借品の推移



（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 売上総利益

（参考）

2026年4月期
1Q累計

2027年4月期
1Q累計

増減

（単位：百万円） 増減額 増減比

売上高 284 223 △60 78.8%

売上総利益 83 58 △24 70.0%

製商品販売事業業績概要
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（百万円）

一般仮設材

前年同期比

102.2％

（百万円）

ビケ部材等

前年同期比

70.2％

34.8％一般仮設材

ビルなどの中高層建築工事や

橋梁などの土木工事で使われる

一般仮設材

65.2％ビケ部材等

当社が製造する「ビケ足場」

「レボルト」の各種部材等

製商品販売事業商品別売上高

クランプ

メッシュシート 他

主な市場

住宅向け …

中層大型建築物向け …

2027年4月期

1Q売上高



（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 売上総利益

（参考）

2026年4月期
1Q累計

2027年4月期
1Q累計

増減

（単位：百万円） 増減額 増減比

売上高 513 609 +96 118.7%

売上総利益 163 93 △70 57.1%

海外事業業績概要
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※清掃事業において、事業実態をより適切に反映するため、人件費の計上区分を販管費から売上原価へ変更しております。
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海外事業商品別売上高

（百万円）

清掃 その他

前年同期比

132.1％

（百万円）

エンジニアリング

前年同期比

127.6％

（百万円）

プラントオペレーション

前年同期比

105.3％

14.1％清掃その他

ビル、オフィス等の清掃業37.6％プラントオペレーション

プラントの維持、メンテナンス

灰輸送など

48.3％エンジニアリング

足場工事、熱絶縁工事や

電気工事など

2027年4月期

1Q売上高



財政状態

（単位：百万円） 2026年4月期期末 2027年4月期 1Q 増減額

流動資産 6,747 6,381 △365

固定資産 3,433 4,016 +583

資産合計 10,180 10,398 +217

流動負債 3,953 4,330 +376

固定負債 501 480 △20

純資産 5,726 5,587 △139

負債・純資産合計 10,180 10,398 +217

自己資本比率 56.2% 53.7% △2.5pt

1株当たり純資産 892.93円 871.25円 △21.68円

子会社株式取得等により流動資産は365百万円減少し、のれんの計上を主因に固定資産は583百万円増加

新たに連結対象となった海外子会社の運転資金借入等により流動負債は376百万円増加

純資産の減少等により、自己資本比率は前期末比2.5pt低下の53.7％



当期の見通し



当期の見通し

中東情勢をはじめとする地域紛争による国際情勢不安に加え、米国の通商政策をめぐる動向や金融・為替市場の変動など、依然として不確実性の高い状況

が続いております。また、エネルギー価格、原材料価格及び物流費等の各種コストへの影響についても、引き続き注視が必要な状況が続くものと見込まれま

す。

国内においては、雇用・所得環境の改善などを背景に、景気は緩やかな回復基調で推移するものと見込まれます。しかしながら、物価上昇の継続や金利・

為替の変動に加え、原材料価格や調達コストの高止まりも懸念され、先行きは不透明な状況が続くものと思われます。また、建設業界においては、少子高齢

化に伴う人口減少や熟練技術者の引退による労働者不足が継続しており、施工力の確保及び人材の採用・育成に向けた取り組みがますます重要となっており

ます。

これら国内外の経済見通しを踏まえ、当社グループでは当期を３年目とする５か年の第４次中期経営計画として「Reborn」を方針に掲げ、建設業界のイノ

ベーションを創出し、継続的な事業拡大と持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進めてまいります。

（参考）

2026年4月期 2027年4月期
予想

増減

（単位：百万円） 増減額 増減比

売上高 11,139 12,000 +860 107.7%

営業利益 268 280 +11 104.1%

経常利益 290 220 △70 75.6%

親会社株主に帰属する

当期純利益 262 130 △132 49.6%



当期の見通し 配当方針

配当性向
株主資本配当率

(DOE)

基本方針

当社は、利益配分に関しましては、企業価値の向上と株主の皆様への還元の結びつきをより明確にできるよう、

配当性向30％または株主資本配当率（DOE）2.0％のいずれか高い方を下限として利益配分させていただくことを

基本方針としております。

これらの方針により、当期の配当金は、中間11円、期末11円の１株当たり年間配当金22円とさせていただく予定であります。

30% 2.0%

いずれか高い方を下限として利益配分



当期の見通し 配当方針

1株当たり
配当金

配当性向

株主資本配当率
（DOE）

（単位：円）

（単位：％）

（単位：％）

株主資本については、配当による流出前の値を使用しております。

23.3 20.9 37.4 23.1 34.7 42.2 42.1

136.9

387.4

268.6
232.8

45.9 53.8

13/4 14/4 15/4 16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 21/4 22/4 23/4 24/4 25/4 26/4

2.0

3.1 3.2
2.9

2.5 2.5 2.4 2.4
2.0 2.0

2.4
2.7 2.8

2.5

13/4 14/4 15/4 16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 21/4 22/4 23/4 24/4 25/4 26/4

14

26
28

26 26 26 26 26

21 21 20
22

24
22

13/4 14/4 15/4 16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 21/4 22/4 23/4 24/4 25/4 26/4



参考資料



参考資料

（百万円）
20/4（1Q) 21/4（1Q) 22/4（1Q) 23/4（1Q) 24/4（1Q) 25/4（1Q) 26/4（1Q) 27/4（1Q)

売上高 2,316 1,930 2,218 2,442 2,464 2,556 2,603 2,754

売上原価 1,597 1,470 1,675 1,810 1,800 1,852 1,842 2,110

売上総利益 718 460 542 631 664 704 761 643

販売費及び一般管理費 772 704 732 815 684 679 718 733

営業利益又は営業損失 △54 △244 △190 △183 △20 24 42 △90

経常利益又は経常損失 △51 △176 △146 △150 △14 36 69 △94

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失

△79 △165 △117 △104 △12 38 104 △94

（百万円）
20/4 21/4 22/4 23/4 24/4 25/4 26/4 27/4（1Q)

総資産 10,397 10,000 10,216 10,097 10,372 10,192 10,180 10,398

棚卸資産 868 952 1,222 1,317 1,199 913 764 767

流動資産 5,381 5,154 5,783 6,182 6,628 6,456 6,747 6,381

固定資産 5,015 4,846 4,433 3,914 3,743 3,735 3,433 4,016

流動負債 2,064 2,131 2,682 3,794 4,173 4,038 3,953 4,330

固定負債 1,321 1,155 967 923 844 587 501 480

自己資本 6,867 6,645 6,533 5,379 5,354 5,566 5,726 5,587

資本合計/純資産合計 7,012 6,713 6,566 5,379 5,354 5,566 5,726 5,587

資本金 566 566 566 100 100 100 100 100

負債・純資産合計 10,397 10,000 10,216 10,097 10,372 10,192 10,180 10,398



本資料に掲載されている情報の無断転載・複製等を禁じます。

本資料の予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

ご注意


